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第 1 章 1920年代におけるソビ、エト管理論の生成と発達
第 1 節 労働と管理の科学的組織をめざす運動の組織的詩形態
第 2節労働と管理の科学的組織の理論と実践の相互関連(以上前号)






第 3 章 1960~80年代における管理論の方法論的基礎の発達
第 4章管理論の将来の方向の研究の実践的意義
結論
















































(71) レーニシ全集(露版)， 38巻， 332ページ。 (1校外教育第 1 回全ロシア大会1919年 5 月 6-19 日 J)
































(74) レーニン全集(露版)， 37巻， 422ページ。 (f全ロシア中央執行委員会， モスクワ・ソヴェト， 労
働組合全ロシア大会の合同会議での演説1919年 1 月 17 日 J)



































\年 5 月 26 日〕
(79) レーニン全集(露版)， 36巻， 152ページ。 (1論文『ソビエト権力の当面の任務』の最初の案文J)
(80) 向上， 151ページ。
(81) レーニン全集(露版)， 36巻， 481ページ， (1 ソビエト権力の民主性と社会主義的性格についてJ)
(82) レーニン全集(露版)， 42巻， 279 ページ。 (1再び労働組合について， 現在の情勢について。同志
トロッキーと同志ブハーリンの誤りについてJ)
(83) レーニン全集(露版)， 41巻， 30"-'31ページ参照。(~共産主義内の「左翼主義」小児病jJ)
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ニンによって明白に示されていた。彼は，草命前と草命後に，その著作において， F. Taylor 
のシステムを再々分析している。それに関するレーニンの最初の論文は1913年 3 月 13 日の新聞








(84) レーニン全集〈露版)， 42巻， 279 ページ， (r再び労働組合について，現在の情勢について。同志
トロ y キーと同志プハー lJ ':/の誤りについてJ)
(85) 向上， 286ページ。
(86) 、同上， 278ページ。
(87) レーニン全集〈露版)， 23巻， 18"-'19ページ参照。 (r汗を搾りだす『科学的』方式J)




































































(92) レーニン全集(露版)， 44巻， 199ページ (r第 7 回モスクワ県党会議 1921年10月 29-31 日 J)
(93) レーニン全集(露版)， 44巻， 225ページ。 (r現在と社会主義の完全な勝利ののちとの金の意義J)
(94) レーニン全集(露版)， 44巻， 152ページ。 (r10月革命 4周年によせてJ)
(95) 向上， 151ページ。
(96) レーニン全集(露版)， 45巻， 107ページ。 (r ロシア共産党〈ボ〉第11回大会 1922 年 3 月 27"-'4 































(97) レーニン全集(露版)， 45巻， 153"""-'454ページ。 (1副議長の活動についての決定J)
(98) レーニン全集〈露版)， 54巻， 160ページ。 (1ケ・ソコリニコフへJ)
(99) 向上， 151ページ。 (1ヤ・・ツュノレーパへJ)
(10) 向上， 101ページ。 (1ゲ・クノレジジヤノフスキーへJ)
(101) W党中央委員会の大会，評議会そして総会の決議と決定における共産党~，第 2 巻， 301ベージ。
(102) レーニン全集(露版)， 39巻， 14ページ参照。 (1偉大な創意J)



































(105) 45巻， 351ページ。 cr レーニンの晩年の手紙と論文J)
(10の 42巻， 344""'-'345ページ。 cr単一の経済計画についてJ)




々強くなっていった。ソピエトの経済学者たち，たとえば，アレクサンドロフ (11 ， AJIeKCaHｭ
.lIPOB) ，バザ、ロブ(B. 5a3apOB)，ブラト(口. 5YJIaT)，プタエフ(K. 5YTaeB)，ヴアイスペル
グ (P. Ba首c6epr)，グロマン(B. fpOMaH)，ジェルジンスキー (φ. .113ep)!{HHCKH員)，カクトゥ
イヌイ (A. KaKTblHb)，クヴィリング (3. KBHpHHr)，コヴァレフスキー (H. KOBaJIeBCKH首)，
コンドラチェフ (H. KOH.lI.paTbeB) , クルジジヤノフスキー (f. Kp)!{H)!{aHOBCKHÜ) , クリツマ
ン (λ. KpHl.{MaH)，クルミン (f. KpyMHH)，クイピィシェフ， レオンチェフ(刀. .ITeoHTbeB) , 
メジラウク(B. Me)!{JIaYK)，メンデリソン (A. MeH江eJIbCOH)，モトゥイレフ(B. MOTbIJIeB) , 
オノレジョニキーゼ (f.Op江)!(OHHKH瓦3e)，パシコフ (A. na凹KOB)，ポポフ (n. nOIIOB)，ラゴ
リスキー (M. ParOJIbCK目的，ストルミリン (C. CTpyMHJIHH)，ツユルーパ (A. 日IOpyIIa)，の
著作では，レーニンの計画化理論が急速に発展させられた。
理論的探究の最も重要な結果の 1 つが社会主義計画化システムの根拠づけである。それは，
長期計画(10'"'-'15年)，中期計画 (5 年)，短期計画 (1 年)， を含むが，はじめから， (最適
計画として有名な) 5 カ年計画に主要な位置が与えられた。クルジジヤノフスキーはつぎのよ
うに書いている。 1現在の課題よりも将来の展望の方がヨリ重要であり，それらのなかでも，
特に， 5 カ年サイクルに我々の注意を必然的に惹きつけなければならない。なぜならば，第 1
に， 5 カ年という期間は巨大な経済建設(大規模な地方幹線，主要な鉄道，濯翫作業，など)
の完成に充分であるからである。第 2 に，我々の農業にはある種の周期性があり，平均収獲高










ヘ(10&) クィピィシェフ選集， 1958年， 108"'-'109ページ。
















されるように〉第 1 次 5 ヵ年計画原案を準備した。 2 つの原案が準備された。すなわち，基本
(ミニマム〉原案と最適原案がそれであり，これらは，なによりもまず，現実の可能性の計算



















(11) ~党中央委員会の大会，評議会そして総会の決議と決定における共産党~，第 4 巻， 39ページ。
(112) ゲー・クノレジジヤノフスキー「将来の 5 カ年計画の作成に向けてJ (~計画経済jJ 1927年， No.3) 
14ページ。
(113) ~ソ連邦社会主義経済史jJ，第 3 巻， 1977年， 18'"'""'20ページ。


































(115) たとえば， アー・カクトウヌイ『国民経済組織化概論~， 1922年， ヴェ・パザロフ「経済計画の問
題に向けてJ C~経済展望~ 1924年. No.6) 10.........14ページ;ェヌ・コンドラチェフ「経済静態，変動，


































(16) ジェノレジンスキー全集，第 1 巻， 1977年， 330~331ページ;同，第 2 巻， 22ページ。

















彼の見解は，典型的には， 1926年 6 月 23 日のくプラウダ〉に公表された「ゴスプラン活動の改


















こなうことができない。J I見張小屋の建設についてトラストの同意が要求される。 J [アー・シェフバ
トフ「基本的な環J (Ií経済と管理J] 1927年， No.3) 2"-'3ページ。〕
































要員〈すなわち，その仕事がなによりまず人間対策 pa60Ta C JIIO瓦ßMß である人物〉の選抜と
配置の方法をたえすe改善することが必要だったのだ。このような(管理における人的要因の役
割と意義に注目した〉深い洞察は，ジェノレジンスキーの中心思想、として，多くの論文や演説を
(12) ジェルジンスキー全集，第 2 巻， 6"'7 ページ。
(123) 同，第 1 巻， 340ページ。



































(127) ボグダーノフの組織的な考え方は， 彼の代表作 CW一般組織科学(組織形態学)jj 第 1 巻， 3 版，

































集~，第 1 集所収， 9 ページ。
(129) アー・ボグダーノフ『一般組織科学概論~， 1921年， 11ページ。













































































(134) レーニン全集(露版)， 18巻， 243""244ページ参照。 CW唯物論と経験批判論~)
(135) 向上， 348ページ。




















ノフは，彼の三構成組織図〔すなわち， (1)ものの組織〈技術)， (2)人間の組織(経済)， (3)観念

















(142) アー・ボグダーノフ「社会技術と経済の組織原則J CW社会主義アカデミ一通報.JI 1923年， No.4) 
272ページ。
(143) これについては，エリ・シロコラード「ボグダーノフのく経済科学〉における技術と経済の相互関


































(144) アー・ボグダーノフ「社会技術と経済の組織原則J ， 272ページ。
(145) アー・ボグダーノフ『一般組織科学概論jJ， 63ページ。

































(148) レーニン全集(露版)， 18巻， 348ページ参照 (W唯物論と経験批判論J])
(149) オー・エノレマンスキー『テイラー・システムJ]， 1918年;同『科学的労働組織とテイラー・システ
ムJ]， 1922年。
(150) W共産主義アカデミ一通報J] 1925年， W同誌J] 1926年，など。










ぎのような一連の数字を提出した。 50年前はその相互関係が 1 対 100 であったが，第 1 次世界
大戦には 1 対12， 20年代には 1 対 7 となり，大企業では 1 対 5 であり，テイラーの理想では 1














まとめあげている，総合的な著作， が 1 つもなかったのだ。」ただしエノレマンスキーも方法論
的に重要な基本的前提を提起したが，それを自己の概念の基礎にすることはできなかった。





(152) オー・エノレマンスキー「ノットの課題と命題J (r社会主義アカデミ一通報J] 1923年， No.3) 173~ 
177ページ。
(153) オー・エルマンスキー『合理化の理論と実際J]， 1928年， 11ページ。








































は， (1)すべての生産要因の支出エネルギー (E) ， (2)一定のエネルギー支出のもとで達成される




のか? エルマンスキーによれば， rそのような基準とは R と E の比率であり J，これは合
R 理性係数 (m) といわれている o m の値は一ーに等ししこれは支出されたエネルギー 1 単位
E 
当りの有益な活動の大きさを示している。これが，彼によれば，ある一定の活動の組織化の合



























































(159) オー・エルマンスキー「合理化の基準についてJ， 7 ページ。
(160) オー・エルマソスキー『ノ y トの課題と命題~， 180......181ページ。


































(162) アー・ガスチェフ『いかにして働くべきか』第 2 版， 1972年， 299ページ。
(163) Ii'技術者通報~， 1925年， No.4, 139ページ。



























彼の見解に従えば「予想 (pac明T) 一一指示 (YCTaHOBKa) 一一実施(o6pa6oTKa) 一一コント






(165) アー・ガスチェフ「第 2 回科学的労働組織と中央労働研究所J C~労働組織j ， 1924年， No.2~3)42 ジベ
(16) アー・ガスチェフ札、かにして働くべきかj， 26~27ページ。
















































































第 2 回全ソ科学的労働組織 (HOT) 会議後に新しい理論的方向が形成された。これはガスチ
ェフ学派と極めて類似していると同時に，かなり相異する面をも有していた。この潮流一一
これは文献では管理過程の「生産的解釈J (rrpOH3BO~CTBeHHa兄 TpaKTOBKa yrrpaB~eHqeCKHX 
rrpoueCCOB) という名称で、呼ばれた一一の創始者は，労農監督局そして後には管理技術研究所
(I1TY) の主任研究員であったイェ・ロズミロヴィチ，エー・ドレゼ、ン (3. 且pe3eH)，エル・





















(17の 『国立管理技術研究所j]， 1928年， 7 ページ参照。
(17の イェ・ロズミロヴィチ「国家機関と企業の管理の若干の『科学的』理論についてJ C~科学的労働
組織，労農監督局そして党j]， 1226年所収)， 209ベージ。









































































































(181) アー・ベルク編『組織と管理。理論と実践の諸問題~， 1968年， 72ページ。
(181) W国立管理技術研究所~， 6 ページ。
(183) イェ・ロズミロヴィチ「国家管理システムにおける計画，計算そして組織J CW管理技術~ 1926年，
No.9) 4"-' 6 ベージ。
(184) イェ・ロズミロヴィチ「管理技術領域の方法論と組織政策の問題J CW管理技術~ 1926年， No.6) 
5 ページ。

































(186) ~国立管理技術研究所~， 6 ページ。
(187) ウラジミーノレ・メイルマン「国家機関構造の合理化の方法J C~管理技術~ 1930年， No.6) 247""' 
251ページ。




















































ように映る。あちらこちらにサークノレを組織し， 1 つのサークルがそれを管理し，もう l つの

















運営と管理の諸問題~， 1924年， No.4,,-,5) 114ページ。
(194) エフ・ジェルジンスキー『ソ連邦経済建設の基本的諸問題~ (論文集，第 1 巻)， 1928年， 178ベー
シ。
- 97 一
